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1． はじめに 

PC 鋼材はコンクリートに圧縮力を与える、いわば PC 構造物の生命線であるため、最悪の場合破断に至る

可能性がある PC 鋼材の腐食は避けなければならない。この PC 鋼材の腐食を確認する方法として削孔を行う

のが最も確実な方法であるが、この方法はすべての橋梁で実施できるわけではなく、また、プレストレスの導

入された部材に削孔を行うことは好ましくない。したがって、PC 構造物の調査はコンクリート表面にひび割

れ等の変状が生じているものについて優先的に行わざるを得ない。しかし、コンクリート表面に発生する外観

変状と PC 内部の状況については不明な点が多い。既往の研究 1)によって腐食によるコンクリート表面にひび

割れが発生するパターンはいくつか分かったが、これら一連の検討では、グラウト以外の供試体断面諸元は同

一としているため、実構造物診断で用いるには不充分である。 

そのため、本研究ではシース径およびシースかぶりを要因としたシース腐食を模擬した電食を行い、その結

果得られた鋼製シースが腐食した場合の断面ひび割れ発生性状について述べることとする。 

2． 試験概要 

シース径（D）およびシースかぶり（C）がコンクリート表面に与える影響を明らかとするためポストテン

ション方式 PC 構造物を模擬した供試体を作成し、電食による腐食促進実験を行った。本研究の実験要因を表

1 に示す。C/D の違いによる腐食ひび割れ発生性状を確認するため、C および D の組み合わせを試験要因とし

た。供試体は 100mm×100mm×400mm の角柱供試体とし、実験要因毎の位置に鋼製シースを配置した。コ

ンクリートの水セメント比は 40%、グラウトの水セメント比は 55％とした。 

 電食回路の模式図を図 1に示す。鋼製シースを陽極、コンクリート外側に陰極を配置し、電食を行った。所

定の期間電食を行った後、コンクリート表面に発生したひび割れ幅を測定した後、コンクリートカッターを用

いて供試体断面を切断し、切断面に発生したひび割れの観測を行った。 

3．実験結果 

3.1 コンクリート表面のひび割れ性状 

 電食試験終了後に測定したコンクリート表面のひび

割れ幅と積算電流量の関係について一例を図 2 に示す。

グラウトが完全に充填されている供試体については、積

算電流量の増加とともに、ひび割れ幅の増加

を確認できる。一方で、グラウトが充填され

ていない供試体についてはいずれの積算電

流量でもコンクリート表面にひび割れが確

認できなかった。 

3.2 コンクリート断面のひび割れ発生性状 

 電食終了後、供試体切断後に得られた、ひ

び割れ発生性状の関係を表 2 に示す。

C/D=1.0 における供試体断面のひび割れ 

キーワード かぶり、シース、ひび割れ、PC 構造、電食 
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表１ 実験要因一覧 

図１ 電食回路の模式図 

実験要因 水準 

かぶり（C） 20mm, 30mm 

シース径（D） 20mm, 30mm 

グラウト充填率 0%, 100% 

積算電流量 20hr・A, 40hr・A, 60hr・A 

 

図 2 最大ひび割れ幅と積算電流量 

   （D=20mm） 
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性状は積算電流 20hr・A、

40hr・Aでかぶり面に 1本

のひび割れが発生した（図

3 参照）。60hr・Aのとき 2

本の放射状のひび割れが発

生した(図 4参照)。C/D=1.5

では、積算電流 20hr・Aのと

き 1 本のひび割れが発生し

た。積算電流量の増加ととも

にひび割れが増加し、40hr・

Aでは 1本のひび割れと 2本

の放射状のひび割れの供試

体があった。60hr・Aでは図

5に示す 4本の放射状のひび

割れが発生した。C/D=0.67

では全て 1本のひび割れが発生した。 

これらを総括すると、C/D が大きくなるほど放射状のひび割れが多く

なる傾向が確認できた。これは断面内に配置した円筒内に等方圧力を

作用させた場合の応力分布について検討した事例に示されている 2）が、

かぶりが小さい場合、コンクリートに発生する引張力がかぶり面に集

中するため、1 本のひび割れが発生するものと考えられる。一方で、か

ぶりが大きい場合、等方圧力による応力が、円筒周辺のコンクリート

に均等に作用するため、放射状のひび割れが発生するものと考えられ

る。一方で、Browne3）らの研究事例と異なり剥離ひび割れの発生は確

認できなかった。これは、今試験では供試体が小さいため供試体側面の

拘束が少ないことから腐食膨張圧がかぶり面のみに作用したことが原因

と考えられる。 

本研究の範囲において、C/D をパラメータとしてシース腐食による腐食ひび割れの発生傾向は、鉄筋腐食に

より発生するひび割れとほぼ同時の傾向を示した。今後は、上記に示す課題を解決し、実用化に向けた検討を

行う予定である。 

4．まとめ 

 ①コンクリート断面のひび割れ性状はC/Dの値が大きくなるほど放射状のひび割れが多くなる傾向が出た。 

 ②C/D が小さい（C/D＝0.67）場合では、一本のひび割れのみが発生する。 

 ③腐食初期段階では、C/D に関わらず一本のひび割れが発生する。 

 ④C/D＝1 では、本試験のデータだけではひび割れ性状の傾向を得るのは困難である。 
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 C/D=0.67 C/D＝1.0 C/D=1.0 C/D=1.5 

I=20hr・A 1 本 1 本 1 本 1 本 

I=40hr・A 1 本 1 本 1 本 1 本、2 本（放射状） 

I=60hr・A 1 本 1 本 2 本（放射状） 4 本（放射状） 

 

表 2 C/Dと積算電流量によるひび割れ発生性状の関係 

図 3 1本のひび割れ 

（C/D=1.0） 

図 4 2本の放射状のひび割れ 

（C/D=1.0） 

図 5 4本の放射状のひび割れ 

（C/D=1.5） 

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-908-

Ⅴ-454

 


